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１．はじめに

埼玉県は、２００５年から２０２５年にかけての後期高齢者（７５歳以上）の増加率が全国１位であり、２００５
年から２０３０年にかけての高齢者単独世帯の増加率も全国１位と推計されている（１）、（２）。急速に超高齢
社会を迎える埼玉県では、高度経済成長期に移り住んだ世代が多く、特に都市部において、地域との
つながりが希薄な高齢者の増加が見込まれ、さらに単身世帯や夫婦のみの世帯が増加することから、
医療・介護への依存は増大することが予測される。一方、人口１０万人当たりの病床数は全国４６位、人
口１０万人当たりの医師数が全国最下位と、保健医療福祉領域における支援体制が十分とは言えない状
況である（３）。このような地域社会の課題を解決するためには、多職種協働による一体的な支援体制の
構築が不可欠であり、それらを担う人材の育成が重要である。

２．彩の国連携力育成プロジェクトの概要

２．１ 彩の国連携力育成プロジェクトの目標と特徴

彩の国連携力育成プロジェクト（SAIPE）（４）

は、城西大学薬学部（薬学科、薬科学科、医療
栄養学科）、埼玉県立大学保健医療福祉学部、
埼玉医科大学医学部、日本工業大学建築学部建
築学科生活環境デザインコースの４つの大学と
埼玉県が連携して取り組んでいる専門職連携教
育（Interprofessional Education ; IPE１）であ
る（図１）。２０１２（平成２４）年度に、文部科学
省大学間連携共同教育推進事業として採択され

＊ 城西大学薬学部
＊＊ 日本赤十字社医療センター 薬剤部長、城西大学薬学部 特任教授
１ IPE（Interprofessional Education ; 専門職連携教育）は、「複数の領域の専門職者が、連携およびケアの質

を改善するために、同じ場所でともに学び、お互いから学びあいながら、お互いのことを学ぶこと」と定義
されている（５）。

図１ 彩の国連携力育成プロジェクトの連携校
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た「彩の国大学連携による住民の暮らしを支え
る連携力の高い専門職育成（通称、彩の国連携
力育成プロジェクト：SAIPE）」（平成２４～２８
年度）をきっかけに始まった取組である。
本プロジェクトでは、地域住民の質の高い暮
らしを実現するために、地域住民の暮らしの課
題を多職種との連携により発見・解決できる連
携力の高い人材を育成することを目標としてい
る。本プロジェクトの特徴の一つとして、保健
医療福祉関連の３大学（埼玉県立大学保健医療福祉学部、埼玉医科大学医学部、城西大学薬学部）に、
建築士や福祉住環境コーディネーターなどの住環境の専門家を目指す建築学部（日本工業大学建築学
部）が加わり、専門職連携教育を進めていることが挙げられる。国内だけでなく海外でも珍しい取組
であるが、本邦が目指す地域包括ケアシステムでは、住まいを中心として医療、介護、生活支援、介
護予防が連携して取り組むことが地域に求められるようになっていることから（６）、本プロジェクトは
我が国の将来を見据えた取組であると考えられる。

２．２ 彩の国大学連携科目の共同開発・共同開講

本プロジェクトでは、各大学の状況を踏まえて試行を重ね、４大学で共同開講する科目を、彩の国
大学連携科目（以下、連携科目）として基本の５科目に設定した（図２）。“IPW２共通基盤教育科
目”として、「ヒューマンケア論」（ひとの心・多様性、ひとをケアする心を学ぶ）、「ヒューマンケア
体験実習」（実践現場でのヒューマンケアの体験）および「IPW論」（IPWの方法論〈マネジメント、
チーム形成方法〉を学ぶ）の３科目を設定し、“地域基盤IPW実践”として「IPW演習」（チーム形成、
グループワーク、マネジメントの模擬的実践）および「IPW実習（チーム形成、グループワーク、マ
ネジメントの地域基盤型実践）を設定し、これら５科目をIPEのコアと位置づけ、連携科目として学
年進行に伴い段階的に実施している。

２．３ 連携科目における質保証に関する取組

本プロジェクトでは、共同開講を進める上で
の科目の質保証・向上のため「地域基盤型IPW
のコンピテンシー」を作成した（図３）。本プ
ロジェクトの目標が「地域住民の質の高い暮ら
しの実現」であることを踏まえ、５つのコンピ
テンシーとして「ヒューマンケアマインド」、
「コミュニケーション能力」、「チームを形成し

２ IPW（Interprofessional Work ; 専門職連携実践）とは、「複数の領域の専門職者（住民や当事者も含む）が、
それぞれの技術と知識を提供しあい、相互に作用しつつ、共通の目標の達成を患者・利用者とともに目指す協
働した活動のこと」と定義されている。

図２ 彩の国大学連携科目

図３ 地域基盤型IPWコンピテンシー
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行動する力」、「専門性を志向し、柔軟に発揮する力」、「自己とチームをリフレクションする力」を設
定した。これにより本プロジェクトで育成すべき人材像を明確にし、共通の教育目標や各科目に必須
の教育内容（共通教材の作成等）を共有した。その上で客観的な「ルーブリック評価指標」を作成し、
育成すべき人材像と照らし合わせた教育の評価を行うようにした。

３．IPW実習における城西大学薬学部生の学び

３．１ 城西大学薬学部生のIPW実習への参加実績

城西大学薬学部生のIPW実習への参加実績
を表１に示した。現在のところ本学では単位
化されておらず、任意での参加となっている
が（他３大学は必修科目または選択科目）、
毎年多くの学生から参加希望があり、希望者
が多い場合には抽選としている。実施年度に
よって学科ごとの参加人数にばらつきはある
が、３学科の学生が参加している。また、本
取組の開始当初から、城西大学薬学部３学科
の教員が教員ファシリテータとして参加して
いる。

３．２ IPW実習のプロセス

IPW実習は、保健医療福祉の実践現場に多職種混合チームで赴き、援助を必要とする人々や専門職
へのインタビューを通して、地域でのよりよい生活のための提案をする課題に取り組む実習である。
学生は、異なる分野（医師、看護師、薬剤師、管理栄養士、理学療法士、作業療法士、社会福祉士、
歯科衛生士、臨床検査技師、薬科学技術者、
建築士など）を学ぶ５～６名で１組のチーム
を作り、埼玉県内の病院、在宅診療所、介護
老人保健施設、障害児施設、薬局等に出向き、
患者・利用者などの支援を必要とする人や施
設スタッフへのインタビューやカルテ調査等
により情報収集および課題抽出を行い、ディ
スカッションを繰り返しながら支援計画を作
成する（表２）。
それぞれの施設で援助を必要とする人や施
設や地域で働く保健医療福祉に関わる人々と
の直接的な関わりを通じて、学生が連携する
ために必要な、利用者・集団・地域の理解と
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課題解決のプロセス、多領域の相互理解の
プロセス、チーム形成のプロセスを体験す
る。さらに自分の体験やチーム活動につい
てリフレクション（ふりかえり）を行うこ
とで、自らの課題やチームの課題を見出し
ていく（図４）。
２０２０年度は新型コロナウイルス感染症流
行の影響により施設での実習は困難だった
ため、ペーパーペイシェントを用いたZoom
による遠隔実施となった。

３．３ IPW実習の教育効果

IPW実習の事前事後自己評価アンケート
の質問項目を表３に示した。本アンケート
は毎年継続的に実施されており、２０１９年度
の実習においても良好な学修効果が認めら
れている。なお、２０２０年度は新型コロナウ
イルス感染症流行の影響によりペーパーペ
イシェントを用いた遠隔実施となったこと
から、アンケート項目を一部変更して実施
した。結果は概ね良好であったが、詳細に
ついては現在解析中である。
IPW実習に参加した学生からは、「医療
現場においては、専門的な視点から患者様
にアプローチしていく必要があることはも
ちろんだが、専門領域の壁を越えてフラッ
トな関係で患者様にアプローチしていく必
要があると感じた。」、「自分の専門以外の
視点からの意見を聞くことで、視野が広が
り、新たな気付きを得ることができた。」、「建築学部の学生がいることで、医療系とは違った視点か
ら住環境についての意見が出て、対象者の生活への理解が深まった。同じ大学だけだったら医療・福
祉の型にはまった考え方しかできなかったと思う。」、「患者だけでなく、他の職種に対してもどんな
人なのか、しっかり１人の“ひと”として見ることが重要だと感じた。」などの多くの意見が聴かれ
ており、この実習の成果を裏付けている。
IPW実習は、県内の多くの施設や地域の人々が密接に関わる地域基盤型実習であり、４大学の学生
が目指すそれぞれの専門領域で必要とされる“連携力”の実践的育成に効果的であると考えられる。
また、建築学部の存在により、医療系専門職だけの連携教育に比べ、「住まい」を基盤とした、より

図４ IPW実習における学生の様子
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“生活”を意識した地域住民（生活者）の視点からの議論が可能となる。さらに、建築学部の学生に
は医療系専門職の共通言語を理解するための葛藤が生まれ、医療系の学生には生活者からの視点を理
解するための葛藤が生まれ、お互いを理解するための“葛藤を乗り越えたチーム形成のプロセス”を
も体験できるようになった。これらの効果は本プロジェクトのIPW実習の特筆すべき特徴である。

４．地域で活躍する現職者との連携

連携力は、学生だけでなく現職者にとっ
ても必要不可欠な能力であり、本プロジェ
クトで開発した教育プログラムは現職者の
連携力育成にも応用が可能であると考え、
２０１８年度より、緩和ケアを題材としたIPW
演習を現職者向けの研修会として年１回実
施している。
この研修会は、埼玉県内に勤務している
医療職種（医師、歯科医師、薬剤師、看護
師、管理栄養士、理学療法士、ケアマネー
ジャーなど）が、終末期の症例（模擬症
例）を課題として多職種混合チームで行う
演習である（図５）。毎回３０～４０名を対象
として実施しており、高い評価が得られている。２０２０年度は新型コロナウイルス感染症流行により
Zoomを用いた遠隔実施とした（図５下）。ペーパーペーシェントではなく、遠隔で模擬患者へのイン
タビューを実施したことにより、例年とほぼ変わりなく患者理解を深めることができたことがアンケ
ート結果から示唆された。
本プロジェクトでは、２０１８年度より年２回のペースで埼玉県内の様々な職能団体との意見交換会を

開催しており、今後も学部学生に対する連携教育と現職者に対する連携教育をシームレスに実施して
いきたいと考えている。

５．彩の国連携力育成プロジェクトの評価と将来展望

２０１２年度から５年間、文科省の「大学間連携共同教育推進事業」として実施してきた彩の国連携力
育成プロジェクトは、事業期間終了後の事後評価で『S』評価を受けた（S：計画を超えた取組が行
われ、優れた成果が得られていることから、本事業の目的を十分に達成できたと評価できる）。高評
価を得たのは、教育システムの構築のみならず、IPW実習受け入れ施設等との連携・実施体制が確立
したことも大きく影響したと思われる。また本プロジェクトは、一般社団法人薬学教育評価機構によ
る２０１９年度「薬学教育第三者評価」において、城西大学薬学部薬学科（６年制）の特色となる優れた
教育プログラムとして高く評価されている。さらには、文部科学省「平成元年度私立大学等改革相互

図５ 緩和IPW研修会の様子
上：２０１９年度、下は２０２０年度（遠隔実施）
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支援事業（タイプ３）」に選定された埼玉東上地域大学教育プラットフォーム（TJUP）における連
携教育の基礎ともなっている。
今後は本プロジェクトとして、連携科目のテキストやファシリテータガイド、さらには指導要領を
整備・作成することで、教育の質の担保が可能となり、他地域や他領域への展開が可能になると考え
ている。また、教育の質保証・向上のための効果検証に関する研究なども協働して継続的に実施して
いきたいと考えている。
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